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（ルガンスク地区の人口密集住宅地域へのウクライナ軍による 2 度目の攻撃現場は、最初のときよりもっ

とひどい様相を呈している。7人が死に 11人が負傷した、と地方行政長官の Vladimir Bilousは語った。） 

 

ウクライナ危機の“扱い方”に関するリークされた計画書が RAND（米軍に戦略を提言す

るシンクタンク、ナチスと同じ方法を取るように進言している。‘Leaked Plan on E. 

Ukraine suggests internment camps, execution’参照）から出たものでなかったとしても、

いま地上で起こっている出来事は、このメモと、アメリカの輸出する“民族抹殺のガイドラ

イン”のショッキングな要点にあまりにもよく似ている、と CPRニュースの Don Debarは

RTに語った。 

 

オンライン・メディアに最近リークされた、あるメモは、東部ウクライナの諸都市を包囲し

て、市民を強制収容所に閉じ込めることを進言している。この文書にはシンクタンク RAND

社のロゴマークがついているが、当機関はそのような報告を提出したことを否定している。 

 

この文書の信ぴょう性はこれだけでは確認できないものの、反戦活動家ジャーナリストの

Don Debar は RT に対し、このガイドラインは「連座する戦争犯罪」に相当するもので、



その一部はすでに地上で実行されている、と話した。 

 

RT: このリーク文書をどう考えますか？ どれくらい現実的なものに思えますか？ 

 

Don Debar： 私は RAND社のこと、つまり内容からこのメモを信じてよいかが多少わか

っているので、これはほぼ本物と考えます。たとえば RAND社は、1950年代に、台頭して

くる都市の少数派の政治的な力を研究することを請負いました。人々はゲットーに集めら

れても情報が得られるということ、彼らは政治的力を蓄え、議会に議員を送ったりすること

ができるということがわかり、これは現状維持にとって問題だということになりました。 

 

そこで RAND社は、基本的に、近隣関係を破壊するように、人民をその領域の四隅に散ら

ばらせて、彼らの政治的力を弱めることを提言しました。これを都市改革によって行うので

す。これが RANDから出ているという限り、私には完全に信じられます。それはまさに彼

らが取り組んでいる仕事ですから。 

 

RT： RAND社についてどんなことがわかっていますか？ どれくらい影響力を持ってい

るのですか？ 今でも米政府を動かしているのですか？ 

 

DD: はい。私の理解では、現在でも彼らはペンタゴンに提言をしています。 

 

  

（ほぼ 15,000の人口をもつルガンスクは、政府軍と自己宣言によるルガンスク人民共和国の争いに、直接



巻き込まれていなかった。） 

 

RT: この種の提言を、キエフは真面目に受け取ると思いますか？ 

 

DD: まず何よりも、いま地上で行われていることは、このメモにあまりにもよく似ていま

す。それは箇条書きにして、まず最初にやるべきこと、つまり東部の人々を攻撃する軍事作

戦の利点の一つは、政治的なリーダーシップを弱めること、そして政治的勢力を散らばらせ

て、組織を崩すことだ、そうすれば対抗する政治勢力がなくなると言っています。 

 

それが主張する第二の利点は、そこの炭鉱産業がつぶれることです。そうすれば、“援助金”

すなわち労働者への支払いの必要も、炭鉱関係者への年金もなくすることができる。 

 

三つめは、東部で工業が破壊されることになれば、ロシアのエネルギーがその分要らなくな

るということです。そして彼らはこうしたことが利益だと言っているのです。彼らは、これ

らすべては、東ウクライナの活動家が妥協しないことから起こったことにすることができ

ると言うのです。 

 

これこそ私の国（アメリカ）が輸出しているものです。歴史上、アメリカは、車、食糧、あ

らゆる製品、いわゆる古きよきアメリカのノウハウを輸出していた時代がありました。それ

が今、彼らが輸出しているのは、基本的に、民族抹殺（genocide）のガイドラインです。 

 

RT: この軍事行動計画が、もし立証されたとしたら、どれほどの意味をもつことになるで

しょうか？ 

 

DD: まあ、戦争犯罪、あるいは連座戦争犯罪といったものになると思います。推奨されて

いるのは戦争犯罪です。それは意図された、直接の軍事作戦による、民族抹殺、住民の強制

排除です。その上、残った者たちは、敵とかテロリストなどに想定されて、ある種の集団責

任を負わされることになる。それは何重もの意味において犯罪行為です。 

 

（このコラムに表明されている言葉、見方、意見はもっぱら著者のものであり、必ずしも RT

の立場を表明するものではない。） 


